
授業科目 墜覚系構造2 機能
【担当教員名】 対象学年 2 I ： 対象学科 I ； 言語

中野雄一 開講時期 前期 I ： 必修・選択 I ； 必修
I ， 

単位数 1 ' 時間数
． 

15 ' I 

【概要】

聴覚系の構造・機能・病態として、聴覚の微細構造と巧妙な聴覚機構そしてその障害としての難聴について概説する。

【学習目標】

講義内容を整理し、理解して、きちんと説明ができるようにまとめる。
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聴覚の構造：外耳、中耳

,, :内耳、聴覚路・聴中枢

聴器の機能：集音機構、伝音機構

,, :感音機構、聴覚路・聴中枢機構

聴覚器官の病態：伝音性障害（伝音難聴）

" ：感音性障害（感音難聴）

混合性障害（混合難聴）

II :聴覚路の障害、中枢性聴覚障害

（中枢性難聴）
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【評価方法】一

出席状況と定期的試験から評価する。

【腹修上の留意点】
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